
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

県
身
連
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
と
収
支
決
算
が
、
五
月
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
原
案
ど
お
り
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
度
の
各
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
各
地
域
団
体

と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

県
・
市
町
村
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
着
実
な
執
行
に
努
め
ま
し

た
。 

 
団
体
の
自
主
事
業
と
し
て
は
、日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会(

島
根
県)

や
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議(

東
京
都
・
新
潟
県)

へ
の
参
加
、
日

身
連
と
連
携
し
情
報
の
収
集
や
要
望

活
動
を
行
い
情
報
の
提
供
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
神
奈
川
県
手
話
言
語
条

例
に
つ
い
て
は
、県
聴
覚
障
害
者
連
盟

と
連
携
・
協
力
し
て
神
奈
川
県
に
対
し

要
望
し
た
結
果
、全
国
で
二
例
目
の
成

立
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、身
体
障

害
者
福
祉
大
会
等
を
開
催
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、身
体
障
害
者
相
互
の
連
携

を
深
め
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
し
た
。 

 

  神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 公益財団法人神奈川県身体障害者連合会 

     会 長 戸井田 愛 子 

     〒221-0844 

   横浜市神奈川区沢渡4-2 
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編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 新 井 修 身 

印 刷 内村印刷株式会社 

□平成26年度事業報告並びに収支決算…………………① 
□障害者権利条約 合理的配慮の考え方………………② 
□ ③ 
□真鶴町身体障害者福祉協会（真鶴町）………………③ 
□第15回全国障害者スポーツ大会派遣選手決まる……④ 
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受
託
事
業
の
県
障
害
者
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、身
体
障
害
者

・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
に
資
す
る
事
業
の
拡
充
・

推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
に
お
い
て
は
、全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選
会
を
市
町
村
・

関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
開
催
し
、 

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
長
崎
が 

ん
ば
ら
ん
ば
大
会
」
に
県
並
び
に
相 

                   
  

模
原
市
選
手
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。ま

た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、
当
財
団

の
貴
重
な
財
源
確
保
を
図
る
た
め
に

引
き
続
き
効
率
的
な
運
営
に
努
め
、
当

初
の
活
動
方
針
ど
お
り
の
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

(1) 第131号      身 障 か な が わ       平成 27年 7月 15日 

平成26年度神奈川県身体障害者連合会事業決算 

№ 事 業 科 目 決 算 額 

1 管 理 費 543,938 

2 人 件 費 1,440,000 

3 会 議 費 229,367 

4 負 担 金 165,000 

5 雑   費 45,684 

6 管 理 諸 費 669,600 

7 地域団体組織強化費 66,189 

8 広報活動費 1,086,538 

9 身体障害者福祉推進活動費 44,060 

10 部会活動費 1,170,000 

11 日身連大会等参加費 405,184 

12 相談事業費 35,191 

13 体育振興費 286,679 

14 福祉大会費 1,213,049 

15 社会参加推進センター事業運営費 13,995,000 

16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 31,660,000 

17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 

18 県障害者スポーツ大会開催費 2,404,000 

19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 7,200,000 

20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費  3,700,000 

21 全国スポーツ大会ソフトボール関東地区予選会開催費  1,500,000 

合   計 69,354,479 

 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
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(2) 第131号        身 障 か な が わ      平成 27年 7月 15日 

 

 

 

 

 

 

 
 
障害者の人権や基本的自由の享有を確保し、障害者の固有の尊厳の尊重を促進するため、障害

者の権利の実現のための措置等を規定している国際条約。 

 

 
◇障害に基づくあらゆる差別（合理的配慮の否定を含む）の禁止 
◇障害者が社会に参加し、包容されることを促進 
◇条約の実施を監視する枠組みの設置  等 
 
 
 
●行政機関等及び事業者が、その事務・事業を行うに当たり、個々の場面において、障害者から 
 現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合に、障害者の権利利益を 
 侵害することとならないよう、社会的障壁を除去するための必要かつ合理的な取組であり、そ
の実施に伴う負担が過重でないもの。 

●障害の特性や具体的場面・状況に応じて異なり、多様かつ個別性が高く、代替措置の選択も含
め、双方の建設的対話による相互理解を通じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応がなさ
れるもの。さらに、技術の進展、社会情勢の変化等に応じて内容が変わりうるもの。 

 
 
 
【肢体不自由】 

困難や特徴 合理的配慮の事例 
(ア)垂直移動が困難 
(イ)小さな溝や隙間の移動が困難 
(ウ)歩行が遅く立位はバランスを崩しやすい 

(ア)･段差にスロープを付ける 
  ･低床バスの運行を増やす 
(イ)･障害者専用駐車場を確保する 
  ･障害者用のトイレを整備する 
(ウ)･エスカレーターやエレベーターの設置 
  ･多めの休憩所を設ける 

【視覚障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

(ア)歩行ルートや沿道の施設の位置確認が困
難 

(イ)歩道と車道の段差や路面の凹凸で転倒の
危険 

(ウ)小さい文字が読めない 

(ア)･点字ブロックを設置する 
(イ)･音声装置や誘導チャイムなど誘導設備

を整備する 
(ウ)･点字や拡大文字、音声案内など案内設

備を整備する 

【聴覚障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

(ア)電車・バス等の移動時、急なトラブルの情
報が伝わらない。 

(ア)･電光表示板など文字情報設備の整備をし 
  情報を発信してもらう 

【直腸障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

(ア)排便や排尿のコントロールが困難 (ア)･オストメイト用設備を備えた 
  多機能トイレを整備する 

 
 

障害者権利条約とは 

主な内容 

合理的配慮の基本的な考え方（一部紹介） 

各障害の困難や特徴における合理的配慮の事例（移動編） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は 

①
地
域
住
民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

事
の
お
手
伝
い
を
同
じ
地
区
住
民
同

士
で
支
え
合
う
活
動
の
調
整 

②
何
か
活
動
し
た
い
が
適
当
な
活
動

が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
人
へ
の
つ

な
ぎ
役 

③
サ
ロ
ン
運
営
な
ど
居
場
所
づ
く
り 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
研
修
、情

報
交
換
の
場
な
ど
地
域
住
民
の
日
常

生
活
の
中
で
行
政
や
専
門
機
関
が
カ

バ
ー
で
き
な
い
「
す
き
ま
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
う
こ
と
で
す
。具
体
的
に
は
本
人

ま
た
は
ご
家
族
が
高
齢
・
病
気
・
障
害
・

出
産
・
育
児
等
の
理
由
で
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
り
、
支
援
が
必
要
な
と

き
、
掃
除
、
洗
濯
、
日
用
品
の
買
物
、

ゴ
ミ
出
し
、
病
院
付
添
、
話
し
相
手
、

草
取
り
、
枝
切
り
、
簡
単
な
修
理
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
、
核
家
族
化
で
独
居
高
齢
者
が
増

え
て
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
傾
向

が
あ
り
ま
す
の
で
サ
ロ
ン
や
お
食
事
会

を
開
い
て
ご
近
所
同
士
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
作
る
こ
と
で
、日
頃
は
勿
論
災

害
時
な
ど
の
時
、お
互
い
が
声
を
掛
け

合
い
助
け
合
う
関
係
作
り
も
で
き
ま

す
。地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の 

 

茅
ヶ
崎
市
の
地
区 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動 

 
茅
ヶ
崎
市 

岡
田

お

か

だ 
 

勉
つ
と
む 

 

茅
ヶ
崎
市
は「
み
ん
な
が
つ
な
が
る

ち
が
さ
き
の
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
」を
進

め
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
つ
な
が
る
地

域
福
祉
と
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
努

力
（
自
助
）
身
近
な
住
民
同
士
の
自
発

的
支
え
合
い
（
互
助
）
住
民
同
士
の
相 

 
 

 
 
 
 

互
扶
助
（
共
助
）
公
的
サ
ー
ビ
ス

（
公
助
）
が
連
携
し
た
仕
組
み
を

作
り
解
決
策
を
見
出
す
考
え
方

で
す
。
そ
れ
に
は
地
域
住
民
、
自

治
会
、
民
児
協
、
地
区
社
協
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、商
店
・
企
業
、

福
祉
・
介
護
事
業
者
、
市
社
協
、

及
び
市
す
べ
て
が
参
加
者
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
活
動 

の
中
の
一
つ
に
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。市
内
十
二

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
も
と
に
そ

れ
ぞ
れ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を
設
置
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
は
地

区
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ 

ネ
ー
タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー 

で
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

役
割
は
今
後
益
々
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、支

援
一
，二
該
当
者
へ
の
給
付
は
国
か
ら

地
方
自
治
体
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。茅
ヶ

崎
市
に
お
い
て
も
平
成
二
十
九
年
四

月
か
ら
は
現
在
、国
の
介
護
保
険
で
給

付
さ
れ
て
い
る
支
援
一
，二
該
当
者
へ

の
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
市
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
専
門
機
関

を
は
じ
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
が
、給
付
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
を
補
助
す
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
係
る
者
と
し
て

一
層
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
性

を
感
じ
ま
す
。 

 

真
鶴
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

真
鶴
町 

林
は
や
し 

文
代

ふ

み

よ 

 

真
鶴
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

会
長
を
し
て
八
年
経
ち
ま
し
た
。こ
れ

も
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
こ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
町
は
風
光
明
媚
な
港
町
で
す
。
魚

も
美
味
で
す
。山
に
は
み
か
ん
と
お
茶

畑
も
あ
り
ま
す
。暮
ら
し
良
い
環
境
な

の
で
、
高
齢
者
の
多
い
町
で
す
。
当
町

は
人
情
の
厚
い
人
達
が
多
い
の
で
す
。 

障
害
者
も
気
楽
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
町
で
も
年
一
回
老
人
会
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
知
的
障
害
者
、
身
体
障

害
者
た
ち
を
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。ふ
れ

あ
い
運
動
会
を
し
て
く
れ
ま
す
。一
日

を
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。皆
さ
ん
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。真
身
会
と
し
て

は
月
二
回
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
と
カ
ラ
オ
ケ
の
練
習

を
し
て
午
後
か
ら
は
懇
談
会
を
し
て

い
ま
す
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て
県
の
大
会

が
あ
る
と
真
身
会
会
員
の
皆
さ
ん
良

い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
九
月
に
は

下
郡
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
、
十

一
月
に
は
下
郡
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
秋
に
は
旅
行
、春
に
は
温
泉
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
町
の
職

員
さ
ん
、社
協
の
職
員
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
。い
つ
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。会
員
の
中
に
も
参
加
す
る
に
も

出
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。会
と
し
て

は
、な
る
べ
く
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す

が
出
て
く
る
人
は
い
つ
も
同
じ
人
た

ち
で
す
。他
の
人
達
に
声
を
か
け
て
い

る
が
、な
か
な
か
返
事
を
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。
真
身
会
も
少
な
い 

会
員
で
頑
張
っ
て
い
き 

ま
す
。 

       (3) 第131号         身 障 か な が わ         平成 27年 7月 15日 

市町村のページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《神奈川県派遣選手》           《相模原市派遣選手》 

○身体障害者個人競技選手 
【陸上競技】 

 ･東海林 三四郎(大和市) ･吉田 輝(箱根町) 

 ･鈴木 百萌子(厚木市) 

【水泳競技】 

 ･森 一馬(開成町) ･青木 まゆか(大和市) 

【ＳＴＴ】 

 ･水落 直美(厚木市) 

【陸上競技】          【水泳競技】 

 ･大島 凛  ･堀口 一真    ･菅野 佳那栄 

【卓球競技】 

 ･杉田 公男  ･清水 幸子  ･福島 美栄子 

【ＦＤ競技】 

 ･上村 江佐雄  ･村山 武志 

 

○知的障害者個人競技選手 
【陸上競技】 

 ･岩澤 龍斗(葉山町) ･髙張 絢斗（横須賀市） 

 ･西岡 航(海老名市) ･石川 祐奈(座間市) 

【水泳競技】        【卓球競技】 

 ･荒井 大(綾瀬市)     ･田中 雄大(茅ヶ崎市) 

【陸上競技】 

 ･谷村 健登  ･菅野 怜央   

 ･根本 優太  ･永井 麻莉子 

【水泳競技】 

 ･海老原 淳  ･佐藤 友愉 

 ･松井 拓也  ･奥野 天子 

 

○聴覚障害者バレーボール(女子) 
 ･西村 玲奈  ･遠藤 麻衣  ･宇賀耶 早紀 

 ･國安 杏奈  ･蛇口 彩加  ･三平  薫 

 ･河村 優里奈 ･中村 その美 

 

 

焼
津
へ
の
旅
行
に
よ
せ
て 

海
老
名
市 

今
福

い
ま
ふ
く 

秀 ひ
で

雄 お 

 

平
成
二
十
七
年
六
月
八
日
、
九
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
社
会
見
学

は
、各
種
文
化
施
設
等
の
見
学
を
通
し

て
見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
、障
害
者

団
体
の
相
互
の
交
流
親
睦
と
連
帯
感

を
深
め
、社
会
参
加
意
欲
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以
上
の
事
柄

か
ら
、沢
山
の
県
内
障
害
者
団
体
か
ら

ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

先
ず
、
三
ヵ
所
の
バ
ス
集
合
場
所 

よ
り
焼
津
黒
潮
温
泉
に
向
け
、新
緑
の

中
を
走
り
は
じ
め
ま
し
た
。清
水
港
か

ら
、
ク
ル
ー
ズ
（
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
リ
ン

セ
ス
号
）
の
帆
船
に
乗
船
、
帆
は
張
ら

な
い
で
湾
内
の
遊
覧
で
あ
り
ま
し
た
。 

湾
内
か
ら
外
に
出
て
ほ
し
か
っ
た
と

の
声
が
多
か
っ
た
様
に
思
い
ま
し
た
。 

ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
浸
か
り
汗
を
流

し
て
…
夕
食
の
懇
親
会
は
、美
味
し
い

海
の
幸
を
い
た
だ
き
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
二
日
目
の
朝
は
、

早
め
に
焼
津
の
ホ
テ
ル
を
出
て
、デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
天
文
科
学
館
・ 

銀
河
の
物
語
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見

学
。
そ
こ
は
、
計
り
知
れ
な
い
宇
宙 

と
富
士
山
と
の
星
の
世
界
、
通
常
で 

は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
見
事
な
物

で
暗
黒
の
星
の
世
界
に
吸
い
込
ま
れ 

そ
う
で
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
一
泊
二 

日
の
社
会
見
学
旅
行
を 

無
事
に
事
故
な
く
過
ご 

せ
た
事
は
、
大
変
意
義 

深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
旅
は
参
加
者
が
少
な
く
、
バ

ス
の
集
合
場
所
も
三
ヵ
所
に
限
ら
れ

て
し
ま
い
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た

の
で
、
次
回
は
、
各
団
体
か
ら
の
参
加

者
が
一
人
で
も
多
く
あ
っ
て
ほ
し
い

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。何
は
と
も
あ

れ
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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【クルージングの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

【
天
文
科
学
館
の
建
物
】 

       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

遺
跡
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
し
か
も
、

土
器
の
分
析
か
ら
遺
跡
周
辺
の
土
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
地
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
こ

と
か
ら
東
海
地
方
か
ら
集
団
で
二
百

㎞
以
上
の
距
離
を
移
住
し
て
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
竪
穴
住
居
の

炉
の
位
置
も
東
海
地
方
の
特
徴
を
示

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
国
家
成
立

前
の
時
代
に
日
本
列
島
内
を
集
団
で

移
動
し
た
事
実
を
示
す
遺
跡
と
し
て
、

国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。 

  

 
～
緑
と
文
化
の
薫
る 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
～ 

 
 

 
 

 
 

綾
瀬
市 

西
川

に
し
か
わ 

和
朗

か

ず

お 

～
緑
と
文
化
の
薫
る
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
～
と
称
す
る
綾
瀬
市
の
緑
の
小
旅

行
ガ
イ
ド
か
ら
、
今
回
は
“
国
指
定
史

跡 

神
崎

か
ん
ざ
き

遺
跡

い

せ

き

”
を
紹
介
し
ま
す
。 

相
模
川
の
支
流
、目
久
尻
川
に
面
し
た

綾
瀬
市
吉
岡
に
位
置
し
ま
す
。弥
生
時

代
後
期(

約
千
八
百
年
前)

の
環
濠

か
ん
ご
う

集

落(

周
囲
に
溝
を
巡
ら
し
た
村)

、集
落

の
平
面
形
は
南
北
百
三
ｍ
、
東
西
六

十
五
ｍ
、
面
積
約
五
千
㎡
の
楕
円
形

で
す
。
周
囲
の
環
濠
は
幅･

深
さ
と
も

に
一
・
八
ｍ
前
後
で
断
面
は
Ｖ
字
形
を

し
て
い
ま
す
。現
在
は
九
軒
の
住
居
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、未
調
査
部

分
を
考
慮
す
る
と
合
計
十
五
軒
前
後

の
住
居
跡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。神
崎
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

は
弥
生
時
代
後
期
の
特
徴
を
も
ち
九

十
五
％
以
上
は
東
海
地
方(

現
在
の

愛
知
県
東
部
か
ら
静
岡
県
西
部
に
か 

け
た
地
域)

の
形
態
を
し 

て
い
ま
す
。相
模
川
流
域

の 
 
 
 

の
遺
跡
で
は
東
海
地
方 

の
影
響
を
受
け
た
土
器

が 

  

聴
覚
障
害
者
が
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て 

 

聴
覚
部 

河
原

か
わ
は
ら 

雅
浩

ま
さ
ひ
ろ 

公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
聴
覚
障

害
者
協
会
（
以
下
、
「
当
協
会
」
と
い

う
。
）
は
、
横
浜
市
、
川
崎
市
を
除
い

た
県
域
に
居
住
し
て
い
る
聴
覚
障
害

者
の
団
体
で
あ
り
、手
話
及
び
聴
覚
障

害
者
に
関
す
る
理
解
の
普
及
と
聴
覚

障
害
者
の
権
利
の
保
障
の
推
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、手
話
講
習
会
講
師
の

養
成
、
教
養
講
座
の
開
催
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、高
齢
聴
覚
障
害
者
の
た
め

の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
聴
覚
障
害
者

宅
へ
の
訪
問
傾
聴
活
動
、
聴
覚
障
害

児
・
生
徒
対
象
キ
ャ
ン
プ
、
絵
本
の
手

話
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
で
す
。 

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
一
般
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

参
加
し
て
も
、手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、楽
し
め
な
い
た
め

に
孤
独
な
思
い
を
し
て
い
る
高
齢
聴

覚
障
害
者
が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
始

め
た
も
の
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
同
じ
聴

覚
障
害
者
や
手
話
の
で
き
る
健
聴
者

の
ヘ
ル
パ
ー
で
あ
り
、
参
加
者
は
皆
、 

 

手
話
で
語
り
合
い
、楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。最
初
は
年
間
に
数
回
で
し
た

が
、参
加
者
か
ら
も
っ
と
開
催
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
り
、
ま
た
将
来
、
本

格
的
に
事
業
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
、

回
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し
、昨
年
度
は

六
十
回
開
催
し
ま
し
た
。 

聴
覚
障
害
者
宅
へ
の
訪
問
傾
聴
活

動
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
地
域

で
孤
立
し
て
い
る
聴
覚
障
害
者
の
と

こ
ろ
を
訪
問
し
、手
話
で
話
し
相
手
に

な
る
活
動
で
す
。聴
覚
障
害
者
は
周
囲

に
手
話
が
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
や

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解
不
足
か

ら
、地
域
や
施
設
内
で
孤
立
し
て
い
る

方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
い
っ

た
方
の
と
こ
ろ
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

手
話
で
話
し
相
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
で
も
手
話
で
話
し
を
す

る
と
皆
明
る
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表
情
に
な
り
ま 

す
。
こ
の
活
動 

を
さ
ら
に
進
め
、 

県
域
の
す
べ
て 

の
聴
覚
障
害
者 

が
安
心
し
て
暮 

ら
せ
る
社
会
を 

築
い
て
い
き
た 

い
と
考
え
て
い 

ま
す
。 
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さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 

【遺跡全景（点線内）】 

 

 

 

 

 

 

 

【土器（市役所）3Ｆ展示】 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

 
 

 

     

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
情
報
等
を
お
知

ら
せ
出
来
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 

鈴
木

す

ず

き 

英
雄

ひ

で

お

（
横
須
賀
市
） 

 

こ
の
た
び
編
集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
の
足
手
纏
い
と
な
ら
な
い
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

聴
覚
部 

河
原

か
わ
は
ら 

雅
浩

ま
さ
ひ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
   

会
員
の
皆
さ
ん
、お
元
気
で
す
か
！

今
年
の
気
象
は
、寒
暖
の
差
が
激
し
く

て
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
は
、
竜

巻
・
地
震
・
台
風
等
の
話
題
ば
か
り
で

早
い
時
期
に
来
た
事
が
頭
に
残
り
気

が
き
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
健
康
に
十
分

に
気
を
つ
け
て
、家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
で
運
動
不
足
、暑
い
か
ら
と
い
っ
て

ク
ー
ラ
ー
室
に
い
る
と
体
に
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。適
度
な
運
動
と
水
分
を
十

分
に
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。健
康
は

自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
の
で
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。季
節
と
共
に
頑
張
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
と
し
て
会

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

編
集
委
員 

米
山

よ
ね
や
ま 

昇
の
ぼ
る(

伊
勢
原
市) 
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編

集

室

か

ら 

 
<7月> 

5日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
12日(日)  県障害者スポーツ大会[卓球･STT] 

      (寒川総合体育館) 
16日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 

21日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
24日(金)  関東ブロック相談委員研修会(静岡県) 

<8月> 
8日(土)  全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会 

      (麻溝公園陸上競技場ほか) 

 9日(日)  全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会 
      (県立体育センター) 
<9月> 

12日(土)  全国スポーツ大会神奈川県･相模原市選手団強化練習会  
（麻溝公園陸上競技場） 

未定     肢体女性部野外活動(場所:未定) 

<10月> 
4日(日)  第60回県福祉大会(ハーモニーホール座間) 
8日(木)  肢体部会役員会 

      (県社会福祉会館) 
10日(土)  全国スポーツ大会神奈川県･相模原市選手団強化練習会 
      (麻溝公園陸上競技場ほか) 

13日(火)  社会参加推進協議会 
      (県社会福祉会館) 
24日(土)  肢体青年部野外活動 

(横浜ワールドポーターズ) 
24(土)   第15回全国障害者スポーツ大会 
～26日(月) (和歌山県) 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
http://kanagawa-kenshinren.or.jp 

県身連事業予定 
喉
頭
ガ
ン
っ
て
ど
ん
な
病
気 

 

神
奈
川
銀
鈴
会 

会
長 

川 か
わ

﨑 さ
き 

定
宥

さ
だ
ひ
ろ 

 

喉
頭
ガ
ン
に
つ
い
て
、
は
た
し
て
ど
れ

だ
け
の
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

胃
ガ
ン
・
肺
ガ
ン
・
大
腸
ガ
ン
等
は
皆

さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
病
気
で
す
が
、
喉

頭
ガ
ン
は
マ
イ
ナ
ー
な
部
類
に
入
り
ま
す

よ
ね
。
で
も
喉
頭
全
摘
出
手
術
を
す
る
と

声
を
失
い
障
害
者
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
ガ
ン
の
内
で
は
再
発
生
率
は
少
な
い

で
す
が
、
む
し
ろ
他
の
ガ
ン
の
病
気
よ
り

怖
い
の
で
す
。
こ
の
原
稿
が
会
報
に
掲
載

さ
れ
る
頃
に
少
し
皆
様
方
に
認
知
さ
れ
て

し
ょ 

い
る
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
「
つ
ん
く
♂
」
さ
ん
が
こ
の

病
気
に
な
り
「
命
」
を
と
る
か
「
声
」
を
と
る
か
の
究
極
の
選
択
の
中
で
「
命
」
つ
ま

り
生
き
る
方
を
選
ん
で
歌
手
で
あ
る
「
声
」
を
失
っ
た
と
い
う
事
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ
ら
れ
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
を
起
こ
し
た
か
ら
で

す
。
神
奈
川
銀
鈴
会
も
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
今
迄
も
「
声
」
を
職
業
と
し
て

い
て
喉
頭
ガ
ン
と
闘
い
な
が
ら
も
手
術
を
拒
否
し
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
有
名

人
で
は
、
歌
手
の
忌
野
清
志
郎
さ
ん
、
落
語
家
の
立
川
談
志
さ
ん
、
少
し
古
い
と
こ
ろ

で
は
映
画
俳
優
の
勝
新
太
郎
さ
ん
等
が
い
ま
し
た
。ど
れ
が
正
し
い
選
択
か
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
「
つ
ん
く
♂
」
さ
ん
の
勇
気
あ
る
行
動
に
は
私
達
同
じ
障
害
者
で
、
今
食

道
発
声
で
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
事
で
す
。以
前
は
喉
頭
摘
出
者

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
医
療
の
進
歩
著
し
く
、
放
射
線
治
療
、
抗
ガ
ン
剤
等

で
治
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
数
年
後
再
発
し
た
人
も
多
少
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
当
然
年
齢
も
高
く
な
り
、
体
力
も
衰
え
、
手
術
も
複
雑
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
益
々

食
道
発
声
が
難
し
く
時
間
も
掛
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
神
奈
川
銀
鈴
会
は
た
だ
単
に

声
が
出
て
会
話
が
出
来
れ
ば
良
い
だ
け
で
は
な
く
、食
道
発
声
が
う
ま
く
い
か
な
い
人

は
「
Ｅ
Ｌ(

電
気
喉
頭)

」
を
使
っ
て
も
良
い
し
、
ま
た
、
筆
談
で
も
良
い
の
で
す
。
会

に
出
席
す
る
事
で
同
じ
障
害
者
同
志
と
し
て
の
悩
み
等
の
話
し
合
い
の
場
所
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
い
。 

 

神
奈
川
銀
鈴
会
Ｈ
Ｐ 

http://www.ginreikai.sakura.ne.jp/kanagawa 

編
集
委
員
に
就
任
し
て
一
言 


